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「
次
な
る
一
歩
の
礎
」
 

八幡コミュニティ会長 
早 川 義 一 

数量 仕　　様

1 防音型インバータ発電機 6 ガソリン式　100V 1.6kVA

2 防雨・防塵型電工ドラム 6 50m  防水アース付

3 特定小電力無線機 10 防水 単3電池1本駆動

4 物　置 1 W2630×D950×H2075

5 ステンレスドラム缶 2 　200 ℓ

6 アルミ　そば羽反・蓋 3 　蓋60cm

品　　名

平
成
二
十
六
年
度
 

平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
 

 
 
 
 
於
 
八
幡
公
民
館
 

　
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

は
平
成

二
十
七
年
一
月
に
設
立
三
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。

三
十
年
と
い

う
長
い
年
月
の
間
に
蓄
積
さ
れ

た
活
動
の
記
録
や
資
料
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
、

そ
の
積
み

重
ね
が
歴
史
や
伝
統
・
文
化
へ

と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

自
分

た
ち
の
郷
土
で
あ
り
な
が
ら
八

幡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
年
寄

り
の
方
々
が
持
っ

て
お
ら
れ
る

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や
暮
ら
し

ぶ
り
を
多
く
の
方
た
ち
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ

て
み

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
の
目
的

は
、
「

自
分
た
ち
の
住
む
地
域

は
自
分
た
ち
の
手
で
住
み
よ
く

す
る
」

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

自

分
の
生
ま
れ
た
ま
ち
、

そ
し
て

育
っ

た
ま
ち
に
愛
着
と
関
心
を

持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

三

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「

ふ

る
さ
と
検
定
試
験
‐

あ
な
た
も

ま
の
熱
い
思
い
を
少
し
ず
つ
で

も
形
に
し
て
い
く
た
め
に
、

会

員
の
皆
さ
ま
方
の
さ
ら
な
る
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

や
わ
た
博
士
」
（

平
成
二
十
六

年
度
知
多
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活

性
化
委
託
事
業
に
選
定
）

を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、

先
人
が
育
ん
で

き
た
知
恵
と
こ
の
地
域
が
持
っ

て
い
る
特
性
を
よ
く
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
幡
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

で
は
、
「

よ
り
よ

い
地
域
に
し
て
い
く
た
め
の
目

標
」

や
「

次
の
時
代
を
託
す
子

ど
も
た
ち
に
受
け
継
い
で
い
く

べ
き
夢
」

な
ど
に
つ
い
て
皆
さ

ん
と
議
論
し
、

と
も
に
学
び
、

実
現
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、

八
幡
地
区
の
皆
さ

◇創立30周年記念事業

　１．記念式典

　２．記念誌「八幡の古語り」発行

　３．「ふるさと検定試験」実施

　４．八幡神社祭礼の活性化「屋形」修復

　５．八幡コミュニティ公式ホームページ開設

◇防災器材購入品一覧表

六
号
議
案
承
認
さ
れ
る

　　
◇
創
立
三
〇
周
年

　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業

　
◇
自
治
宝
く
じ

　
　
　
助
成
金
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
防
災
器
材
購
入

知多市では、住宅の各種耐震対策
に費用の補助を行っています。詳
しくは「広報ちた」6月1日号をご
覧ください。
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平成２6年度 八幡コミュニティ 

◆◆◆運営体制と役職者の皆さん◆◆◆ 

地 域 管 轄 部 会

部 会 長 鰐 部 了 介 西 平 井 組 長

副 部 会 長 寺 本 正 雄 荒 井 組 長

会 計 岡 本 勇 二 中 小 根 組 長

部 員 高 橋 光 夫 荒 古 組 長

部 員 下 村 勝 一 堀 之 内 組 長

部 員 神 谷 廣 雄 廻 間 組 長

部 員 平 松 政 和 中 島 組 長

部 員 小 島 行 雄 浜 小 根 組 長

部 員 中 川 善 治 上 平 井 組 長

部 員 下 村 賢 治 杉 山 組 長

部 員 住 吉 高 則 八幡新町町内会長

部 員 久保田 健一 寺 本 台 町 内 会 長

部 員 牛 尾 重 春 寺本新町町内会長

防災･減災部会

部 会 長 平 松 鋼 一

副 部 会 長 西 野 良 雄

副 部 会 長 山 本 道 男

書 記 鈴 木 卓 史

会 計 花 井 計 夫

アドバイザー 加 古 正 彦

部 員 吉 田 幸 也

部 員 高 尾 正 昭

部 員 小 島 宏

部 員 平 松 克 将

部 員 平松喜代則

部 員 冨 田 幸 男

部 員 平 松 淳 二

部 員 杉 浦 道 人

部 員 早 川 恒 俊

部 員 石 田 康 二

部 員 通 山 勇

部 員 浅 井 進

体　育　部　会

部 会 長 大 石 敏 雄 部 員 宮 下 隆 司

副 部 会 長 石 丸 英 章 部 員 平 良 智 之

書 記 木 村 文 子 部 員 早 川 巧

会 計 大 野 和 代 部 員 西 村 周 三

部 員 片 山 尚 幸 部 員 冨 田 佳 裕

部 員 大 村 鐘 造 部 員 坂 口 謙 吾

部 員 倉 田 貢 部 員 花 井 基 伸

部 員 蜂 矢 雅 宏 部 員 早 川 朋 孝

部 員 山 口 裕 也 部 員 林 淑 美

部 員 平 松 五 男

青少年健全育成部会

部 会 長 久 野 敏 浩

副 部 会 長 神 谷 智 子

書 記 久 野 敏 浩

会 計 早 川 由 花

部 員 松 本 淑 子

部 員 浅 井 淑 恵

部 員 今別府裕美

部 員 早 川 由 市

部 員 伊 藤 茂

部 員 下村せつ子

部 員 山 本 幹 雄

部 員 早 川 昌 典

部 員 青 山 清

部 員 伊藤つな子

部 員 小松原八重子

主

監

会

計

地
域
管
轄
部
会

文
化
・
福
祉
部
会

青
少
年

健
全
育
成
部
会

体

育

部

会

環
境
・
安
全
部
会

防
災
・
減
災
部
会

副 会長
（事業統括）

まちづくり推進本部
（企画統括）

総合管理本部

会 長

監

査

顧

問

参

与

地 域 住 民

八幡コミュニティ組織図

荒

井

荒

古

堀

之

内

廻

間

中

島

中

小

根

浜

小

根

西

平

井

上

平

井

杉

山

寺
本
新
町

八
幡
新
町

寺

本

台

組

長

町
内
会
長

役　職 氏　　名 備　　　　考

会　長 早 川 義 一 八幡区長

副会長 磯 貝 生 男 八幡区副区長

主　監 平 松 正 毅 まちづくり推進本部長

鰐 部 了 介 地域管轄部会長

大 橋 真 人 文化・福祉部会長

久 野 敏 浩 青少年健全育成部会長

大 石 敏 雄 体 育 部 会 長

山 口 和 真 環境・安全部会長

平 松 鋼 一 防災・減災部会長

会　計 磯 貝 生 男 八 幡 区 副 区 長

花 井 真 紀 総合管理副本部長

監　査 内 山 雅 春 23 年 度 会 長

平 松 宏 一 23 年 度 副 会 長

顧　問 伊 藤 正 治 知多市議会議員

黒 川 親 治 知多市議会議員

参　与 山田純一郎 八 幡 小 学 校 長

黒 川 敦 志 八 幡 中 学 校 長

澤 田 哲 知多翔洋高等学校長

新 海 由 美 八 幡 保 育 園 長

平 松 裕 子 寺 本 保 育 園 長

片 岡 顯 八 幡 公 民 館 長

総 合 管 理 本 部

本 部 長 磯 貝 生 男

副 本 部 長 花 井 真 紀

副 本 部 長 木 村 俊 雄

本 部 員 加 古 秀 男

本 部 員 尾之内哲男

本 部 員 伊 藤 中 一

本 部 員 平 松 正 毅

本 部 員 森 田 和 博

本 部 員 小 嶋 甚 三

本 部 員 浅 井 充 彦

本 部 員 神 谷 廣 雄

本 部 員 平 松 政 和

本 部 員 早 川 裕 二

本 部 員 寺 田 建 司

文 化・福 祉 部 会

部 会 長 大 橋 真 人 部 員 小 松 原 勲

副 部 会 長 稲 葉 行 彦 部 員 村 瀬 茂 次

書 記 阿知波源助 部 員 早 川 昭 夫

会 計 花 井 弘 光 部 員 鈴 木 知 美

部 員 神 谷 銈 三 部 員 鰐部ひとみ

部 員 竹 内 宣 友 部 員 加 藤 一 子

部 員 加 古 権 弌 部 員 林 江 美 子

≪地域コミュニティ推進担当≫

荒 井 米重 さやか 西 平 井 鰐 部 好 子

〃 前 田 祐 子 〃 平 松 信 子

〃 稲 葉 恭 子 上 平 井 中 川 圭 子

荒 古 高 橋 栄 子 〃 杉浦 加代子

〃 長谷川とも子 杉 山 下 村 薫 世

〃 高尾八重美 〃 早 川 敦 子

堀 之 内 井 口 潤 子 〃 川合 さとみ

〃 尾之内澄子 八 幡 新 町 住吉まゆみ

廻 間 加藤 奈津子 〃 山 下 順 子

〃 小 島 寿 美 〃 石 田 順 子

中 島 平 松 一 恵 寺 本 台 林 久 美 枝

〃 矢 田 弘 子 〃 松浦真砂子

中 小 根 峯神 亜由美 〃 平 木 静 枝

〃 加 古 由 美 寺 本 新 町 牛 尾 幸 子

〃 古 川 泰 子 〃 浅井ひろ子

浜 小 根 小 島 緑 〃 伊藤安輝子

〃 冨 田 末 子

まちづくり推進本部
（企画統括）

本 部 長 平 松 正 毅 本 部 員 小 川 隆 二

副 本 部 長 鰐 部 了 介 本 部 員 加 藤 由 裕

本 部 員 伊 藤 保 本 部 員 久 野 裕 和

本 部 員 早 川 裕 二 本 部 員 石 井 常 雄

環 境・安 全 部 会

部 会 長 山 口 和 真

副 部 会 長 森 雅 子

書 記 西 村 錠

会 計 山 本 典 子

部 員 伊 藤 綾 子

部 員 山 内 実 保

部 員 岩本かおる

部 員 神 野 智 鶴

部 員 大 柿 靖 世

部 員 平松喜代一

部 員 平松健次郎

部 員 平 松 佑 介

部 員 大 西 慶

部 員 濱 地 憲 史
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寺
本
台
 
町
内
会
長
 

前
田
眞
次
（
二
五
年
度
）
 

第７回 わがまち再発見 

平成２６年度予算と事業計画 

大
道
芸
、

和
太
鼓
、

バ
ン
ド
演

奏
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
も
の

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

の
最
後
に
は
「

福
引
き
大
抽
選

会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

多

く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
行
事
の
ひ
と
つ
で

す
。

　
近
年
は
コ
ン
ビ
ニ
も
で
き
住

民
の
生
活
の
助
け
と
な
っ

て
い

ま
す
。

お
店
の
近
く
で
は
夕
方

こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、

健
康
の

た
め
に
歩
い
て
い
る
人
や
犬
の

散
歩
を
し
て
い
る
人
も
多
く
見

う
け
ら
れ
、

隣
近
所
の
人
た
ち

と
の
あ
い
さ
つ
や
ち
ょ
っ

と
し

た
会
話
の
き
っ

か
け
と
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
日
常
生
活
を
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域

全
体
で
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の

活
動
を
し
な
が
ら
明
る
く
、

楽

し
い
街
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、

毎
年
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、

新
し
い
住
民
の

方
が
増
え
、

益
々
活
気
が
で
き

て
き
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が

力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
頑
張
っ

て
い
ま

す
。

　
寺
本
台
は
他
に
比
べ
て
比
較

的
新
し
い
地
域
で
す
。

約
四
十

年
前
は
山
と
畑
、

数
軒
の
家
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

住

宅
開
発
に
よ
り
、

今
で
は
約
五

九
〇
世
帯
余
り
の
住
民
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
中
に
は
寺
本
台
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ

り
、

町
内
の
行
事
や
ク
ラ
ブ
活

動
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
七
月
に
開
催
さ
れ

る
「

寺
本
台
夏
祭
り
」

は
毎
年

盛
大
に
行
わ
れ
、

尾
張
万
歳
、

平成26年5月現在 （単位：人）
区　　分 人　　数 人口比率

人 口 1,618 ―

世 帯 数 592 ―

敬老人口 96 5.9%

子ども会 97 6.0%

　
 
　

[

Ｑ

]

　
　
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

　
　
　
震
（

東
海
・
東
南
海

　
　
　
・
南
海
地
震
）

は
い

　
　
　
つ
来
る
の
？

　
　
　

[

Ａ

]

◆
国
の
中
央
防
災
会
議
の
発

表
（

平
成
十
五
年
）

で
は
、

東
海
地
震
が
今
後
三
十
年
間

に
発
生
す
る
確
率
は
八
七
％

と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、

こ

の
数
値
は
あ
く
ま
で
も
参
考

値
で
、

実
際
の
発
生
確
率
は

詳
し
く
は
分
か
っ

て
い
な

い
。

◆
地
震
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
分
析
し
て
算
出
し
た
の
で

は
な
く
、

過
去
に
発
生
し
た

周
期
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

で
あ
り
、

東
海
地
震
自
体
が

何
年
周
期
で
起
き
る
の
か
は

不
明
。

東
南
海
地
震
や
南
海

地
震
は
過
去
に
何
回
も
発
生

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

発
生

確
率
の
精
度
が
高
い
。

東
海

地
震
の
発
生
確
率
は
、

東
南

海
地
震
の
発
生
周
期
を
準
用

し
て
算
出
し
て
い
る
。

正
確

な
予
測
が
で
き
な
く
て
も
、

東
海
地
方
に
近
い
将
来
大
地

震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
十

分
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

な
い
。

◆
数
値
に
捉
わ
れ
ず
、

必
ず

来
る
と
い
う
意
識
で
家
の
耐

震
補
強
や
家
具
の
転
倒
防
止

な
ど
、

地
震
へ
の
備
え
に
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
。

[

こ
の
記
事
へ
の

　
　
意
見
等
の
連
絡
先

]

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
　
防
災
・
減
災
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
平
松
鋼
一

天災人悟

寺本台本通り 

１．予　　算
（単位：円）

項　　　　目 予算額

会 費 130,000

交 付 金 ・ 補 助 金 5,637,000

委 託 事 業 契 約 金 399,000

自 治 宝 く じ 助 成 金 1,900,000

前 年 度 繰 越 金 292,757

寄 付 金 420,000

積 立 金 600,000

雑 収 入 10,000

収入合計 9,388,757

交 付 金 事 業 6,030,000

委 託 事 業 458,000

自治宝くじ助成事業 1,967,220

創立30周年記念事業 600,000

地 域 福 祉 活 動 310,000

予 備 費 23,537

支出合計 9,388,757

収
入
の
部

支
出
の
部

２．事業計画

月 日 主な事業内容

４ 27 第13回ウォーキングデー2014

５
18
24
25

総会・部会
第１回緑化事業
クリ－ンキャンペ－ン

６ 7 第２回緑化事業

７ 26 ～7/27 盆おどり大会

9 28 第35回八幡地区市民運動会

１０ 12 八幡神社祭礼　祭囃子生演奏奉納

１１
8
16

第３回緑化事業
三世代交流
「グラウンドゴルフ大会」

１２ 6 「年末交通安全運動」立哨

１ 1 祭囃子生演奏新春成果発表

３ 15 会計監査・役員会

毎月１回 ふるさと検定　「八幡塾」

年間８回 広報紙「やわた」発刊


